
平成 31 年度（30 年度決算分）高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】 

総
合
計
画
体
系 

まちづくりの目標 健やかにいきいきと暮らせるまち 評
価
担
当 

局名 市民政策局 

 政策 支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成 課(室)名 ユニバーサルデザイン推 

 施策 地域福祉の推進 電話番号 087-839-2141 

 基本事業 ユニバーサルデザインの普及・啓発 事業実施主体 市 

 事務事業 ユニバーサルデザイン推進事業 事業期間 平成 28 年度～令和 5 年度 

【事業全体概要】 

事
業
の
概
要 

 平成２５年５月に策定した「高松市ユニバーサルデザイン基本指針」に基づき、誰もが安心して快適に生活することのできる 
、ユニバーサルデザイン社会の実現を目指すため、様々な主体が協働して取り組む。 
 また、東京オリンピック・パラリンピックに向け、国が進める共生社会ホストタウンへの登録を契機として、その考え方や方 
向性について明らかにし、本市が率先して実践、啓発を行うことで、市民や事業者等にもユニバーサルデザインの考え方を広め 
、市全体で更なるユニバーサルデザインのまちづくりを推進する。 

31 年度

概要 

①ユニバーサルデザインマップの運用保守 
②心のユニバーサルデザイン啓発事業 
③ユニバーサルデザイン展の開催等 
④啓発用パンフレットの配布・改訂 
⑤共生社会ホストタウン関係事業 

重点取組事業 特別重点 市長マニフェスト 1-⑰ 事務事業の類型 ②ソフト事業（法律による実施義務無） 
【事業の目的】 

対象（何を） 高松市民 

意図（どのような
状態にしたいか） 

 ハード事業、ソフト事業の両面にユニバーサルデザインの考え方を取り入れるとともに、ユニバーサルデザイン 
についての知識と理解を持つ人材の育成を図る。 

【事業の活動】 

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位 H28 H29 H30 H31 中期目標 
R2 

① 小学生学習用パンフレット配布数 部 4,498 4,232 4,255 4,750 4,750 

②        

【評価】 

評価ランク 

（Ａ～Ｄ） Ａ 
今後の方向性 

（拡充、継続、改善継続、縮小、廃止） 拡充 

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入） 
 昨年度は、「たかまつユニバーサルデザインマップ」の公開、小中学生用ユニバーサルデザイン啓発動画の作成、心のユニバーサルデザイン

啓発事業等を実施した。 
 今後、ユニバーサルデザインマップの掲載内容の充実や、啓発映像の有効活用を図るとともに、ユニバーサルデザインのまちづくりを更に

推進していく必要がある。 
【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入） 
 共生社会ホストタウンにも登録され、ユニバーサルデザインのまちづくりを更に推進していく必要があり、子ども向けの啓発事業の充実を

図る。 
 また、高松市手話言語及び障害のある人のコミュニケーション手段に関する条例の制定なども受け、様々な方と円滑にコミュニケーション

を図ることができる環境づくりにも取り組んでいく。 

指標名 単位 平成 28 年度（決算） 平成 29 年度（決算） 平成 30 年度（決算） 平成 31 年度（予算） 

トータルコスト [千円] 3,426 4,338 22,144 13,841 

 (事業費) [千円] 286 544 12,313 4,010 

(職員人件費) [千円] 3,140 3,794 9,831 9,831 
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項目番号 項目名 説明 

① 事中・事後評価 

事務事業評価の種別の１つ。前年度に実施した事務事業等の実績や、前年度で

終了した事務事業等の実績を評価する。これらのほかに、翌年度以降に実施する

事務事業等の計画内容を評価する『事前評価』がある。 

② 事務事業 評価する事務事業の名称を記載。 

③ 総合計画体系 
本市まちづくりの最上位計画である『総合計画』で示されている、まちづくりの目

標、政策、施策、基本事業の政策体系のこと。当該事務事業が属する体系を記載。 

④ 評価担当 当該事務事業を所管する部署の局名、課（室）名、課（室）の電話番号を記載。 

⑤ 事業期間 
現総合計画の期間内における事業期間を記載。当該事務事業の実施期間が、総

合計画の期間を超える場合は、総合計画と同じ期間で記載。 

⑥ 事業の概要 事業期間における、当該事務事業の概要を記載。 

⑦ ●●年度概要 当該年度における、当該事務事業の概要を記載。 

⑧ 重点取組事業 

現総合計画の基本構想に掲げる「まちづくりの目標」の着実な実現に向け、重点

的・戦略的に推進する事業を『重点取組事業』とし、それらのうち、計画期間中に特

に力を入れて取り組む事業については『特別重点』、それ以外は『一般重点』と記

載。重点取組事業でない事務事業は空欄。 

⑨ 市長マニフェスト 
当該事務事業が、市長マニフェストのどの政策施策に関連する事務事業かを記

載。（市長マニフェスト一覧は別紙参照。） 

⑩ 事務事業の類型 

 当該事務事業の性質により、①ソフト事業（法律による実施義務有）、②ソフト事業

（法律による実施義務無）③インフラ・施設等整備、④インフラ・施設等維持管理、⑤

内部管理事務に分類して記載。 

⑪ 対象 当該事務事業を通じて働きかける相手（ヒトやモノ）を記載。 

⑫ 意図 当該事務事業を実施することで、『対象』を、どのような状態にしたいのかを記載。 

⑬ 活動指標名 
当該事務事業において、実施した内容（活動量）を具体的に表した指標。 

（最大で２指標設定。） 

⑬’ 目標値・実績値 活動指標に対する、各年度の実績値と目標値（見込値）を記載。 

⑭ ⑰ 成果指標名① ② 『意図』の達成度を表した指標。（最大で２指標設定。） 

⑮ ⑱ 目標値・実績値 成果指標①（②）に対する、各年度の実績値と目標値（見込値）を記載。 

⑮’ ⑱’ グラフ 成果指標①（②）に対する、各年度の実績値と目標値（見込値）をグラフで表示。 

⑯ ⑲ 成果指標の達成度 

 目標に対し、どれだけ達成できたかを具体的に記載。（目標達成度）は、『達成度』

に応じて、快晴（100％超）、晴れ時々曇り（90～100％未満）、曇り（80～90％未満）、

曇り時々雨（60～80％未満）、雨（60％未満）のお天気マークを表示。 

⑯’ ⑲’ 達成度 
（達成度）＝実績値/目標値  （得点）＝35 点×（達成度） 

成果指標①と②の合計が、評価ランクを決定する「成果指標達成度の得点」となる。 

⑳ トータルコスト 

各年度における、当該事務事業に要する費用。（事業費）と（職員人件費）の合計

金額。（職員人件費）とは、「職員一人当たりの平均人件費」×「事務事業に要する

人数」。（事業費）とは、（職員人件費）以外に要する費用。 

㉑ 評価ランク 

「成果指標達成度の得点」と、当該事務事業を妥当性、有効性、効率性の観点よ

り評価して得た得点の合計得点率に応じて判定。86％以上で『Ａ』、71～86％未満で

『Ｂ』、56～71％未満で『Ｃ』、56％未満で『Ｄ』 

㉒ 今後の方向性 
拡充、継続、改善継続、縮小、統合、完了、休止、廃止の中から、当該事務事業

の今後の方向性を選択。 

㉓ 
昨年度の実施状況

と課題 

評価ランクの結果を踏まえ、昨年度の実施状況と課題について、理由などを分析

して記載。 

㉔ 今後の事業方針 
評価ランクの結果を受け、㉓で判明した課題に向けた、今後の方針を具体的に記

載。 

 



（別紙）市長マニュフェスト政策施策一覧
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高齢者が安心して自宅で暮らせるよう、三層構造による見守り事業を有効に機能させるとともに、あんしん通報サービス事業を普及させます。

高齢者が健康で生き甲斐を持って生活できるよう、市内全域で約300カ所程度の高齢者の居場所づくりを進めます。

障害者総合支援法や障害者優先調達推進法などの趣旨にのっとり、就労や社会参加の支援、優先調達などを積極的に推進します。

仏生山町の新病院や塩江町の附属医療施設の整備を推進するとともに、医療や介護（地域包括ケア）の拠点としても有効活用します。

県と共同で犬猫等の動物愛護センターを整備し、殺処分を減少させるとともに、子ども達と小動物とのふれ合いの場としても活用します。

4
健康・福祉都市づくり

市民が健康で長生きでき、高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、保健、福祉、医療、介護施策の充実を図ります。

健康で長生きするため検診や予防施策を充実させ、健康体操の普及を図るなどして、市民の健康寿命を延ばします。

生活習慣病対策のため、食生活の見直しにかかる啓発など、県と連携して、罹患率減少に向けた施策に取り組みます。

医療と介護の連携を強化し、高齢者が住み慣れた地域で安心して適切なケアが受けられる地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。

地域コミュニティ協議会の組織を強化するため、コミュニティプランの策定やコミュニティビジネスの展開などの活動支援を充実させます。

コミュニティセンターについて、引き続き老朽化や耐震補強の必要性等に応じて優先順位を定め、計画的に改築、改修整備を行います。

男女共同参画社会の実現のために、市の管理職に占める女性の比率などの現行プランの目標を引き上げ、その達成を目指します。

女性の社会進出を支援し、ワークライフバランスのとれた地域社会づくりを推進します。

市民活動センターのサテライト施設を設置し、機能を充実させて、NPOやボランティア団体など市民活動の支援強化を図ります。

いざ里山及び「ため池守り隊」市民活動支援事業の新たな展開を図るなど、地域住民の自然環境保全活動を応援します。

「空き家対策条例（仮称）」を制定し、法で認められた権限と合わせて効果的な方策を検討し、総合的な空き家対策に取り組みます。

施
　
　
策

施
　
　
策

3
コミュニティ・協働都市づくり

コミュニティの再生、各種市民活動団体の支援を図るとともに、男女共同参画社会の実現を目指します。

中央商店街及びその周辺の開発事業、空き店舗対策、賑わい創出などハード、ソフト両面で中心市街地の活性化を図ります。

ことでんの仏生山駅までの複線化や新駅設置、支線となるフィーダー交通の確保などに取り組み、公共交通の利便性を向上させます。

LRT等の導入を含めた将来的な公共交通体系についてより具体的な検討を始め、市民の意見を聞きながら整備推進を図ります。

国の集約都市形成支援事業を活用して立地適正化計画を策定し、公共交通でネットワーク化されたコンパクトなまちづくりを進めます。

「日本一のちゃりんこ便利都市」を目指し、自転車専用道や専用レーンの整備を進めるとともに、安全対策を強化します。

改正された景観条例や屋外広告物条例、また策定された景観計画に沿って規制を実施し、美観都市高松の景観保全を図ります。

中1ギャップの解消などに効果が見られる小中一貫・連携教育を市内全体において推進します。

学力向上や問題行動の抑制を図るため、学校図書館指導員やハートアドバイザー、スクールソーシャルワーカーなどの適正配置を図ります。

創立90周年を迎える高松第一高等学校の在り方検討結果を踏まえ、校舎等の全面改築を行い、より魅力と特色のある学校を作ります。

子育て・教育都市づくり

人口減少・少子化対策と切れ目の無い子ども・子育て支援策の充実ならびに教育の振興を図ります。

2
集約・美観都市づくり

人口減少時代に適応したコンパクトで美しいまちづくりと公共交通ネットワークの充実　（多核連携型コンパクト・エコシティの実現）を図ります。

保育所の待機児童ゼロはもとより、一時預かりや病児・病後児保育の充実など、市域全体で総合的に子育て支援システムを確立します。

多子世帯の経済的負担を軽減するため市独自の保育料の更なる減免措置を実施します。

整備中の「こども未来館（仮称）」を子育て支援と教育支援の拠点として有効活用し、子どもの健全育成、教育活動の充実を図ります。

中央図書館、こども未来館（仮称）内の新図書館やコミュニティセンターの図書室等も含めた図書館の機能と活動を充実させます。

放課後児童クラブの待機児童をゼロとするよう努力するとともに、地域が学校と協力して子どもの健全育成を図る取組を支援します。

教育委員会制度改革の趣旨に沿って、市長部局と教育委員会の連携を強化し、子どもの生きる力を育む教育の充実などを図ります。

1

子ども・子育て支援新制度を円滑にスタートさせ、公私立を問わず、幼稚園、保育所（園）全体で高松市の実情に即した運用を行います。
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コンプライアンス推進組織を設置し、不祥事の再発防止と職員倫理の向上徹底を図ります。

人事評価制度を本格運用し、公正、公平な人事制度を確立します。

社会保障・税番号制度、いわゆるマイナンバー制度の円滑な導入を図り、有効利用するとともに独自利用事業の展開も積極的に検討します。

地方交付税の合併算定替終了後においても健全財政を維持できるよう、中長期的な財政計画を立てながら慎重に財政運営を行います。

香川県知事との定期的なトップ会談を継続開催し、常に十分な連携協力関係が保てるようにします。

「市民と市長の意見交換会」や「市長まちかどトーク」、「出前講座」等を積極的に開催し、市民目線に立った市政運営を心がけます。

7
信頼都市づくり

不祥事を防止するためコンプライアンス体制を整備するとともに、行財政改革や広域連携により、効率的で信頼される行政運営を推進します。

3市5町で構成する瀬戸・高松広域定住自立圏を発展解消し、「連携中枢都市圏」に移行することにより、広域連携の充実を図ります。

各地で開催されるクリーン作戦を支援しながら、ゴミの不法投棄撲滅のための取組を進めます。

常設の災害対策本部を始め、消防局及び上下水道局の機能を合わせ持つ危機管理センター（仮称）等を整備し、危機管理体制を強化します。

全地域で結成された自主防災組織による活動の実効性を確保するため、各種研修や訓練を充実させます。

椛川ダムの整備や地下水など自己処理水源の開発を進め、渇水に備えるとともに、県や各市町と協議をしながら、県営水道と各市町の水道事業を一本化
する広域化を進めます。

県や県警、関係団体等と連携して、全国でワースト上位にある人口当たりの交通事故件数や死者数の減少を図ります。

6
環境・安全都市づくり

ゴミ問題や地球環境問題に対処するとともに、災害時の危機管理体制を充実させるなどして、安全安心なまちづくりを推進します。

地球環境保全のための取組を充実させるとともに、国の政策動向も見ながら、再生可能エネルギーの普及促進を図ります。

地元住民の皆様のご理解を得ながら西部クリーンセンターの長寿命化を図ります。

2015年ミラノ国際博覧会や2017年にさいたま市で開催される第8回世界盆栽大会などへの出展を支援するなど、「高松盆栽」のブランドイメージを確立しま
す。

伝統的ものづくり振興条例に基づき、香川漆器や庵治石、各種工芸品の販売促進や後継者育成などの事業を充実させます。

国や県の農業政策と連動させながら、6次産業化や耕作放棄地の解消などの施策を進め、農業振興を図ります。

流通拠点としての中央卸売市場の再整備及び運用の見直しを行い、機能の向上と物流の活性化、市場の魅力アップを図ります。

屋島ドライブウェイの無料化の実現に取り組むとともに、古代山城屋嶋城の復元や一般公開、山上拠点施設の整備など、屋島活性化基本構想に基づく各
種事業の推進を図ります。

観光のバリアフリー化を推進するとともに、外国人観光客の受け入れ体制を整備するなどして、交流人口の増加を図ります。

コンベンション誘致促進を中心としてMICE誘致促進のため、私自身のトップセールスによるシティ・プロモーションを強化します。

まちの魅力を高めながら、若者定住に向けた各種相談窓口の設置や活躍の場づくりを行うなど「若者から選ばれる都市づくり」を進めます。

人口減少対策の一環として、県と連携しながら魅力ある高等教育の充実やUJIターンの促進などに積極的に取り組みます。

企業誘致の推進体制を強化するとともに、中小企業基本条例に基づき、市内企業の事業拡充等への支援も含めた新たな雇用を生み出す施策を積極的に
進めます。

文化芸術スポーツなどの創造的な活動を活発化させ、観光振興による交流人口の増加や産業振興に結びつけ、地域活性化を図ります。

策定された「文化芸術振興計画」に沿って、人材育成事業などを積極的に展開し、特徴的な文化芸術イベントを根付かせ、個性豊かで魅力に満ちた創造都
市高松をつくります。

3回目となる瀬戸内国際芸術祭2016の開催に向け、県や関係者と協力して準備を進め、世界に誇るべき芸術祭に育て上げます。

2018年の第4回高松国際ピアノコンクールを成功させるとともに、音楽活動が盛んで楽しいまちづくりを進めます。

高松市に拠点がある野球、サッカー、バスケットボールなどのトップチームの活動や各種スポーツイベントの開催を支援します。

再整備される屋島陸上競技場について、陸上競技を中心とした市民スポーツの拠点として有効活用を図ります。

5
創造都市づくり


